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2020年7月18日 吉川レポート:分岐点か踊り場か
2020年6月19日 原油価格は経済活動再開を背景に上昇（2020年6月）

 原油価格は、各国・地域のロックダウン緩和による経済活動再開を背景に上昇してきました。しかしここにきて、

新興国での新型コロナの感染者数増加に加え、人々の行動制限の緩和に伴う感染第2波が懸念されてい

ます。引き続き、経済活動再開と感染再拡大の状況を見ながらの展開が予想されます。

 OPECプラスは経済活動再開に伴い減産規模を縮小しましたが、新型コロナの感染状況いかんでは、再度

協調減産の拡大が必要になる可能性があります。

 7月14日に公表されたOPEC月報7月号では、

2020年の世界の原油需要予想は日量9,072万バレ

ルと、前月見通しからやや増加しました。前年比では同

895万バレル減少すると予想しています。

 一方、2021年の原油需要は米中貿易摩擦や新型コ

ロナ感染第2波などによる更なる下振れリスクが発生しな

いことを前提として、同9,772万バレルまで回復すると見

込んでいます。

2020年7月20日

 北米の代表的な原油指標であるWTI（ウエスト・テキサ

ス・インターミディエート）先物価格は、この1カ月で7％

程度上昇し、足元では40米ドル程度で推移しています。

 協調減産が実施される一方で、各国・地域で新型コロ

ナ感染抑制のためのロックダウン（都市封鎖）が緩和さ

れ、世界経済は徐々に回復に向かっており、原油価格

は均衡状態を取り戻しつつあります。

 7月15日の会合で、石油輸出国機構（OPEC）と非

加盟の主要産油国で構成するOPECプラスは、8月から

12月まで協調減産の規模を日量970万バレルから同

770万バレルに縮小することで合意しました。

原油価格は40米ドル台で
緩やかな上昇傾向

2020年は需要減少も
2021年の急回復を見込む

原油価格は均衡状態を取り戻しつつも先行き不透明

引き続き経済活動再開と感染
再拡大の狭間で推移

原油価格は緩やかな上昇傾向（2020年7月）

（注）データは2017年1月1日～2020年7月17日。
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友DSアセットマネジメント

作成

【WTI原油価格】

（注1）需給バランス＝供給－需要。
（注2）単位は百万バレル（日量）。
（注3）2019年は実績見込み。2020年、2021年はOPECに

よる予想。ただし、2020年、2021年のOPEC生産量は
全体の需給が均衡するとの仮定のもとでの弊社算出値。

（注4）四捨五入の関係で、OPEC、非OPEC供給量の合計は
必ずしも全体の供給量と一致しません。

（出所）「OPEC月報」のデータを基に三井住友DSアセット
マネジメント作成

【世界の原油需給見通し】

2019年 2020年 2021年

世界需要 99.7 90.7 97.7

供給 99.6 90.7 97.7

非OPEC 70.3 66.9 67.9

OPEC 29.3 23.8 29.8

需給バランス ▲ 0.0 0.0 0.0

https://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/global/news200619gl.html
https://www.smam-jp.com/market/report/focus/global/focus200708gl.html

